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研究成果の概要（和文）：環境問題理解を目的に開発された社会シミュレーションを元に、パレスチナ地域の地政学的
実態を反映した社会シミュレーションを開発した。同時に｢ポストコロニアルにおける和解と共生｣をテーマにインタビ
ュー、絵画分析、自由連想法分析による調査を行い、ヨハン・ガルトゥングの提唱する｢積極的平和；すなわち構造的
暴力がない平和｣を志向することが「ポストコロニアルの共生」を考える上で最も重要な要素の一つであると確認した
。社会シミュレーションのワークショップの結果、｢積極的平和｣を志向する対話の一部として活用すれば、シミュレー
ションの疑似体験であっても集団間接触のダイナミクスを理解するツールとして有効と認められた。

研究成果の概要（英文）：  This research has developed a social simulation focused on the geopolitical fact
ors of conflict in Palestine. I have examined a concept of cultural symbiosis and multi-ethnic coexistence
 by analysis of previous works and interviews, and have found "positive peace; absence of structural viole
nce" (Johan Galtung) is one of the most essential factors to pursue a post-colonial coexistence.
  The developed social simulation was conducted in Japan, Israel, and Palestine to see reduction processes
 of intergroup conflict in terms of multi-ethnic coexistence. Semi-structured interview, PAC Analysis, and
 interpretation of the kinetic school/social drawings (KSD) were also conducted. Simulation/gaming was eff
ective to establish a framework for regional dialogue to create a positive dynamics of conflict. This resu
lt suggests a further possibility of simulation and gaming as an approach of action-research in local comm
unity.
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１．研究開始当初の背景 
集団間葛藤とくに偏見問題は社会アイデ

ンティティー理論に基づく接触理論が有力
視されており、接触に伴うアイデンティテ
ィー再編を経て共生へ移行すると想定され
ていた。ただし共生概念の精緻化とくに構
造的暴力概念を導入した上での平和概念の
二層（当面戦火がないというだけの消極的
平和と、戦火のみならず人権平等などの質
的平和の基礎となる諸条件を満たす積極的
平和）も踏まえた質的共生の実現をも射程
とする共生観に関しては、まだ精緻に検討
されていないという課題があった。また接
触仮説が有効だとしても、実際の紛争が生
じた後に、紛争に起因する様々なバイアス
を抜きにした接触は成立が困難であるため、
代替手法としての仮想接触の有効性を検討
する必要があった。 
シミュレーション・ゲーミングという手

法は、テキスト学習と比して、静的な知識
よりダイナミクスの学習に向いているとい
う点から、各種の職業教育や企業内研修、
軍事やスポーツなど集団の動きの学習に用
いられてきた。実験的試行錯誤が不可能で
あった従来の社会科学研究に、時系列を過
去へさかのぼってやり直したり、議論しな
おしたりする可能性を与えたのもこの技法
で、経営や資金の流れを学ぶための教育や、
環境問題や複雑系政治学の学習など複合領
域の社会的課題に対応する上で有効なツー
ルである。これまでにシミュレーション・
ゲーミングはグローバルイシューに対して
様々に活用されてきたものの、紛争地の対
話ツールとして応用された例は希少で、そ
うした使用の可能性と限界を調べることも
重要であった。 
 
２．研究の目的 
集団間葛藤の解決における集団間接触の

役割は非常に重要であるとされてきたが、
紛争状態にある集団間にとっては攻撃的で
はない状況で出会うことや、そもそも対話
のような深い交流を行うことに様々な複合
的困難が伴う。｢社会とは部分の総和以上の
ものであり、その全体的構造に注目しなけ
ればならない」（デュルケーム）と言われる
ように、集団間葛藤の解決および共生の追
究過程においても個別のマクロな事象の集
積に加え、状況の俯瞰的把握や、ダイナミ
ズムが重視される。本研究では紛争状態に
ある地域問題に対して、対話や相互作用を
通したダイナミクスを把握する目的でシミ
ュレーション・ゲーミングを使用したワー
クショップを実施し、そこでの体験の中で
紛争を悪化させる要素や緩和する要素につ
いて参加者が体験、議論することによって
共生観に対する新たな知見や態度を得る過
程を調査することを目的とした。とくに、
シミュレーション過程においてはゲームの
中に埋め込まれた建設的および破壊的コミ

ュニケーション手段を採用することで集団
間関係のダイナミクスを理解し、ディブリ
ーフィング作業過程においては葛藤状態に
ある集団を含めた地域全体の理解を深め、
それらの作業を通して共生観に関する認識
を社会アイデンティティーの変化の点から
分析することを目的とした。 
また共生観についてはポストコロニアル

における共生という点に絞った共生観の分
析および社会教育的対話活動を通した変容
の把握を、もう一つの目的とした。 
 
３．研究の方法 
研究テーマとなる共生観について、主に

文献調査の方法で、概念の起原から経緯を
整理した。東洋の共生観に注目した上で、
さらに平和学の文脈における構造的暴力概
念を加えて考察したところ、差別的な共存
形態を肯定するような共生概念においては、
消極的平和は存在するものの積極的平和を
望むことが極めて難しいという点が明白に
なったため、植民地主義的なものを肯定す
る共生概念と肯定しない共生概念とに区分
する必要があると考えられた。こうした過
程を経て本研究では、グローバル化におけ
るポストコロニアル的共生を中心課題とす
ることにした。  
次に研究代表者によってすでに日本国内

および北米、欧米で試行されてきた社会シ
ミュレーションを、研究対象地域に合致す
るように二地域の紛争問題として修正を加
えながら、イスラエルおよびパレスチナ地
域の学生や NPO に関わる社会人を対象に社
会シミュレーションを用いたワークショッ
プを企画実施した。 
この実施に併せて、先の共生観に焦点を

当てた質問紙調査、インタビュー調査を行
った。この調査には集団間葛藤に関するア
イデンティティーを調べるため PAC 分析
(Personal Attitude Construct Analysis)
法および絵画分析（interpretation of the 
kinetic school drawing: KSD）法を随時
併用することによって、ポストコロニアル
な共生観に関する社会意識をより深く捉え
ようと試みた。 
この手順の中で研究全体の性質について

は以下の変更があった；研究計画当初には
地域内環境を反映させたシミュレーション
/ゲーミングの単発的な試行と効果測定を
研究対象都市、シミュレーション内部での
破壊的コミュニケーション手段と対話的コ
ミュニケーション手段の選択の数量的変化
を計測することと、ディブリーフィングに
おける質的変化を調査することで、共生観
を調査することを研究範囲としていた。共
生観の精緻な分析の結果、限定された場面
でのシミュレーション経験とそこでの効果
測定という実験室的な研究では、紛争地に
おけるポストコロニアル的な共生というテ
ーマに対して極めて不充分かつゲーム参加



者のばらつきに影響を大きく受ける研究ア
プローチとなる恐れが判明したため、｢コミ
ュニティー全体の共生課題において、シミ
ュレーションが果たす対話機能｣というロ
ーカル・コミュニティーにおける社会教育
的なアクションリサーチとしてシミュレー
ション・ゲーミングを捉えるという枠組み
へ移行した上で、現地調査を行うこととな
った。 
 
４．研究成果 
①社会シミュレーションの開発・修正；地
位格差のある集団間葛藤問題は、環境問題、
土地・資源問題に加えて、植民地主義に特
徴的な問題が加わるため、ゲームの改良点
として植民地主義的な要素を盛り込む必要
があった。また株式投資などの現地経済と
かけ離れた部分などゲーム実施時に理解が
難しい部分については、修正が求められた。
学習形態としてワークショップ形式に不慣
れな集団を対象の場合であっても、討論な
どの相互作用を経験していればシミュレー
ション・ゲーミングを進行する上で支障が
ないと分かった。また、ローカル・コミュ
ニティーの社会教育や対話という点からシ
ミュレーション・ゲーミングを捉え直すこ
とで持続可能な開発のための教育(ESD; 
Education for Sustainable Development)
の一つのツールとしての可能性を試すとい
う側面が加わった。 
 

②植民地主義的およびポストコロニアル共
生観の区分；共生観に関しては、構造的暴
力の概念を適用し、物理的な共存（分離/
隔離共存を含む）にとどまらず、実質的な
平等や自由、人権などの積極的平和概念を
追究した相互関係を通した共存を、より厳
密な意味での共生と位置づけ、日本国内に
おけるマイノリティ問題（琉球、アイヌ、
朝鮮などの民族問題、女性・障がい者問題、
さらに福島や沖縄など NIMBY 立地問題に見
られる国内植民地と言われる諸問題）を通
して植民地主義的な共生の問題点と、ポス
トコロニアル的な共生について、文献調査
およびインタビュー調査により整理した。
こうした｢共生観｣の分析により、パレスチ
ナ地域の将来的共生観に関する質的調査を、
単なる物理的生存に留まらず、ポストコロ
ニアルな｢対話と和解｣という観点に焦点を
当てて行うという視点が加わった。 
 
③社会心理的変化に与える学習手法として
ワークショップの評価分析；集団間葛藤状
態の是正とくに偏見の是正に関する教育
（社会教育を含む）では、教条主義的手法
がそぐわず RPG など体験を含むワークショ
ップ形式がより有効だと考えられてきた。
本研究では、ワークショップや芸術的活動
を通した学びの手法が、社会心理的変化に
果たす役割について理論的背景をもとに検

討分析し、とくにシミュレーション・ゲー
ミングを通した｢学びほぐし/アンラーン
（unlearn）｣の過程が、個人の内的態度構
造の再編成に関わる変化をもたらす可能に
ついて評価分析した。 
 
④理論的成果；集団間葛藤問題の是正に関
して、長期間有効と考えられていた接触仮
説に伴うアイデンティティー変化の効果に
ついて、同化的共生に寄与する場合は偏見
が保持残存することから、必ずしも単純接
触が偏見是正を担保しないという点が改め
て社会心理学分野で指摘された。この指摘
は従来の接触仮説を揺るがすものではある
が、本研究でポストコロニアル問題におけ
る共生課題を精査する中、とりわけ朝鮮半
島と日本の共生課題を調査する過程で確認
した点と合致している。接触仮説の有効性
に限界が認められたということは、今後は
仮説検証型研究ではなく、集団間葛藤の是
正過程そのものを問い直すような新たな仮
説創出型の研究が求められるという大きな
潮流の変化を意味する。 
 
⑤課題；シミュレーション・ゲーミングの
実施や、インタビュー調査等を通して、集
団間葛藤状態にある成員がそれぞれ想定し
ている共生観そのものには共通点が多く、
決してかけ離れたものではないことが分析
された。共生観の醸成のためには対話を通
した他者理解も欠かせないため、今後はこ
うした成果のうちとくに絵画や芸術等の直
感的に訴える素材を通すなどして、互いの
共生観の類似点や現在の共生課題に関して
自由で開かれた議論を行うことが必要と考
えられ、その実施を更なるアクションリサ
ーチ的課題と捉えている。 
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